






【要約】1981 年から開始した神経芽細胞腫マススクリーニングによって、この 10 年間に

27 例の患児を発見したが、この他にスクリーニング陰性群やスクリーニング未受検群から

の発病例が合計 10 例確認され、そのほとんどが進行例で予後不良であったことから、1歳

以降の再スクリーニングの実施に向け、患児の尿中VMA,HVA 値からその時期について検討

した結果、生後 14 か月から 16 か月に再度スクリーニングを実施すれば、これまで 2～3

歳に発病した予後不良な神経芽細胞腫を早期に発見できると考えられた。 


